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I　は　じ　め　に

東大寺修二会の過去帳は､ 5日と12日の2回､初夜大導師作法の中で読み上げられる(所要時

間40-45分)｡ 12日は北衆之一､ 5日は南衆または参龍5年目の新過去が読役を勤める｡14日間毎

日読み上げられる神名帳に比し格段の重みをもつ｡現存する二月堂修中過去帳の原本は､ 80紙､

35mに及ぶ長大なもので･表紙の見返しには｢表紙奉修覆寛文八醤二月四日施主二文字屋

庄左衛門｣の墨書が見られる｡ここには東大寺創建以来近世に至るまでの有縁の諸霊2412名と､

造寺の際労働に従事して貢献した206万3638人という人数が記されている｡これに近世以降現代ま

での諸霊が別冊の折本に書き加えられ､総数3700名を超える｡この稿では､過去帳の旋律ならび

に速度の変化に焦点を当て､その音楽的構成を検討する｡

Ⅱ　音楽的構成について

内手洗のあと､大導師は初夜神分の祈句霊分に引続き､ ｢過去帳｣と低声でゆっくりと過去帳読

役に唱詞を指示する｡読役はこれを受けて唱師こ入る｡唱説の態様から過去帳を3つの段に分け

ることができる｡第一段は始めから｢40｣までの部分で､総じて低声でhを中心に旋律が構成

されており､ゆっくりと荘重に唱える.第二段は｢41｣から｢328｣までの部分で言~中駈ケ｣と

いわれるように速度は可成り速められ､音域も高くなりeが中心になって旋律ができている｡

第三段は｢早駈ケ｣と称し前段の凡そ倍の速度に速められ殆ど棒読の形よなる｡中心になる音は

eで要所で速度を緩め､ hを主とした旋律が配置されている｡ ｢329｣からこの唱詞の形をとる｡

1. ｢第一段｣ ｢東大寺上院修中過去帳｣で始められる過去帳読み上げは､総国分寺総本山

東大寺ならではの威厳と歴史の重さをもって響く｡ ｢1｣の｢大伽藍本願聖武皇帝｣の旋律は殆ど

hに終始し､その独特のリズムとともにこの段の一貫したパターンになっている｡ ｢25､ 26､ 28｣

等の｢奉加セル｣の部分にあらわれるcis､ cis､ cis､ h､ hの旋律パターンも効果的であるoこ

のような緩徐､しかも低音の進行の中で､ ｢11｣の｢供養講師隆尊律師｣､ ｢29-34｣の｢別当艮興

僧都､良慧僧都､永興僧都､伝戒根本大店鑑真和尚､鏡忍律師､法進僧都｣の部分は､中心音は

完全4度も高いeになり､速度も基本速度の倍にも当るJ-72-　に変化する｡意表を衝いた

手法と言わざるを得ないo音高､速度の両面から充分配慮されたこのフレーズの配置は当を得て

いるし､第一段全体を引締めている｡第一段は過去帳の中でも最も重要な部分である｡

2. ｢第二段｣は｢41｣の｢大炊天皇｣から｢328｣の｢延呆大僧正｣までの部分で､速度は第
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一段の倍に速められる｡前段の｢11｣ ｢29-34｣に速度､音進行も酷似していることは興味深い｡

全体を通じeを中心に旋律は動いている｡第一段では緩徐な速度の旋律の流れの中に数箇所速

度の速い､しかも低音の旋律を配置して効果をあげているが､この段では速い速度の旋律の中に

逆に低音で速度の遅い旋律を織込んでいる｡両者全く所をかえている構図である｡この段388人

の諸霊の中で低音､かつ緩徐に唱えられるのは｢68-73｣の｢桓武天皇､湛久君､井上親王､安

積親王､不破内親王､崇道天皇｣､ ｢86-87｣の｢文徳天皇､真雅僧正｣､ ｢233-236｣の｢後一条

天皇､後朱雀天皇､後冷泉天皇､後三条天皇｣､ ｢327-328｣の｢青衣女人､延呆大僧正｣等であ

る｡皇室関係の諸霊が多くみられるが､その意味からもこのような表現の方法をとったものか｡

また逆に｢309｣の｢当寺造営大旗主将軍顧朝右大将｣では中心音eより更に1音高いfisが大

部分を占めている｡東大寺再建に尽した将軍を遇するに最も相応しい手法と思われる｡前述の｢青

衣女人｣は頼朝から18人目に唱えられるが､低音hの連続音で格別に遅く､物悲しく読み上げ

られる｡

3. ｢第三段｣　この段は殆ど棒読みになる｡ ｢329｣の｢東大寺勧進大和尚位南無阿弥陀仏｣

に始まる｡本稿は｢459｣の｢奉宝物慶玄法師｣までの本文と旋律譜を載せてあるが､二月堂の

原本に記載分の残りの中､ ｢671｣の｢法華経一部並開結二経施入比立尼妙縁｣までは同じ読み方

で記載順に読み上げられる｡ ｢672-2412｣の部分と追加として書き加えられている｢2413-3694｣

の3023名の諸霊については､ 20名前後読役が抜き読みをする｡明治22年以降における､ ｢3696｣の

｢華厳宗管長東大寺別当大僧正鼓阪青海｣､ ｢3701｣の｢宝厳院権大僧都宥海｣､ ｢3702｣の｢上之

坊権大僧都冨小路寛巽｣､ ｢3711｣の｢華厳宗管長東大寺別当大僧正英慶｣､ ｢3721｣の｢華厳宗管

長東大寺別当大僧正公俊｣､ ｢3762｣の｢華厳宗管長東大寺別当大僧正英俊｣､ ｢3729｣の｢華厳宗

管長東大寺別当大僧正海雲｣､ ｢3730｣の｢華厳宗管長東大寺別当大僧正公海｣､ ｢3731｣の｢忠純

法師｣､ ｢3732｣の｢贈権大僧正新薬師寺隆聖｣等36名の諸霊について記載順に読み上げられる｡

そして｢かう候｣と唱えて終る｡

丑　あ　と　が　き

12世紀はじめには過去帳読み上げが行われていたと思われる東大寺上院修中過去帳は､壮大な

日本の歴史の一面を眼前に呈示する｡東大寺創建以来の有縁の人びと206万7337人を記し､

その内容は｢大伽藍本願聖武皇帝｣をはじめこの国の政治､経済､宗教､芸術等の中枢にあっ

人たち､その他労働に従事した人たちで埋め尽されている｡その数､内容において他の追随を許

さない｡ 40分を超える読み上げを保たせるものはその内容もさることながら､巧まずして自然に

考え抜かれた音楽的構成の非凡さによる｡本稿はその中の459項について採譜し､その音楽的構

成の検討を試みたに過ぎないので継続研究としたい｡なお､採譜には故北河原公海長老の昭和36

年1月の録音テープをもとに､昭和39年来の録音テープを参考にしたO

参考文献･資料

(1)佐藤道子｢東大寺修二会の構成と所作　上｣ (『芸能の科学』 6所収)

(2)元興寺文化財研究所『｢東大寺二月堂修二会の研究　史料篇』

(3)桟道万里雄　佐藤道子　解説構成｢東大寺修二会観音悔過｣　お水取り(日本ビクター)

(4)筒井寛秀氏所蔵｢東大寺修二会過去帳｣ (写本)
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(5)筒井寛秀氏所蔵｢東大寺上院修中過去帳｣ (折本写真複写)

(6) ｢東大寺上院修中過去帳｣ (録音テープ(故北河原公海長老吹込み)

(7)同上録音テープ(昭和38年～58年　牧野英三収録)
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〔附記〕本稿を纏めるに当り､ど教示ならびに資料の提供に与りました東大寺執事長筒井寛秀師､狭川宗玄

師､上司永慶師､鷲尾普隆師､橋本聖円師､上野道善師の各位に心からの謝意を表します｡
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東大寺上院修中過去帳本文

｢初段｣　東大寺上院修中過去帳　1大伽藍本願聖武皇帝　聖母皇太后官　　光明皇后

行基菩薩　　本願孝謙天皇　　不比等右大臣　　諸兄左大臣　　根本艮弁僧正　　当院本願

実忠和尚　10大仏開眼導師天竺菩提僧正　　供養講師隆尊律師　　大仏脇士観音願主尼信勝

間脇士虚空蔵願主尼善光　　造寺知識功課人　　大仏師国公麻呂　　大鉢師真国　　高市真磨

鋳師柿本男玉　　大工猪名部百世　　20小工益田縄手　　材木知識五万-千五百九十人　　役大

知識一百六十六万五千七十一人　　金知識三十七万二千七十五人　　役夫五十一万四千九百二人

米五千石奉加利披志博志　　銭一千貫奉加河俣人磨　　践一千貫車十二輸牛六頭奉加物部小

嶋　　銭一千貫奉加甲賀真束　　別当良興僧都　3｡艮慧僧都　　永興僧都　　伝戒根本大店鑑

真和尚　　鏡忍律師　　法進僧都　　銭一千貴鍬二百柄卓二緬奉加小田根成　　銭四千貫牛一頭

奉加加陽俣真身　　銭一千貫奉加田辺広浜　　銭一千貫奉加板茂真釣　　布二万反奉加漆部伊波

40稲十万東屋十問倉五十三間地五町施入夜国磨　　｢二段｣　　大炊天皇　　華厳大学頭善福

小学頭円徳　　軌耀法師　　澄叡法師　　興三論宗漸安大徳　　満位秀忍　　満位神範　　50

忠恵律師　　霊義僧都　　興法宗相明-僧都　　明秀大徳　　満位玄憧　　輿成実宗満位貿日林

興倶舎宗善報　　満位勝貴　　大供大学性泰　　大学頭勝康　　60小学頭奉基　　白壁天皇

等定僧都　　永学僧都　　世不雨王子　　造寺官佐伯宿称今毛人　　造寺長官吉備大臣　　禅

雲律師　　桓武天皇　　湛久君　　7｡井上親王　　安積親王　　不破内親王　　崇道天皇　　嵯

峨天皇　　定興律師　　輿真言宗根本弘法大師　　海雲律師　･淳和天皇　　義海僧都　　80静

雲律師　　永念律師　　仁明天皇　　別当興雲君　　寛雲律師　　心慧律師　　文徳天皇　　頁

雅僧正　　本願清和天皇　　真如親王　,o良相大臣　　由性法師　　遍照法師　　貢剥大法師

正義大威儀師　　房忠大法師　　慧較権威儀師　　慧者専当　　寵秀従儀師　　峰澄従儀師

100祥勢大僧都　　俗別当年名民部卿　　玄津律師　　智興巳講　　安軌大法師　　俗別当広

相弁　　勝吸大法師　　竜髭草座施入僧会匪　　智明法師　　陽成外皇　110俗別当行平民部卿

慧珍律師　　済棟大僧都　　香水杓施入峰隆法師　　光孝天皇　　弁別当保則卿　　俗別当

安倍清行　　玄栄巳講　　基秀当講　　字多天皇

史貞行　　造寺司季長弁　　乎仁巳講　　豊芸巳講

銅卯白銅紺施大平海法師　　醍醐根本聖宝僧正

延惟巳講　　三修律師　　観賢僧正　　勢範律師

長官時平大臣　140観宿僧都　　俗別当中納言長谷雄

板施入眼昭　　俗別当艮世大臣　　造寺司当袴弁

師　150基近大法師　　俗別当時望弁　　寛監律師

別当元方弁　　別当寛救大法師　　金泥火甜施大患勝

120別当道義律師　　戒詮大法師　　造寺司

俗別当直宰相　　水精念珠施入眼昭法師

130本願延喜天皇　　造寺官少将藤原有拙

三明律師　　智鎧律師　　造寺司昇弁

艮緒律師　　広瀬郡出施入僧　　五体

円超律師　　俗別当道明大納言　　貞勝律

俗別当清貫中納言　　基高小僧都　　俗

平勝振講　　俗別当公忠弁　160朱雀

天皇　　別当明珍僧都　　査定律師　　五体布施大仁山大徳　　別当観理健太僧都　　延義講師

畳十枚施入尼寿済　　別当法蔵僧都　　別当光智僧都　　礼盤半畳施入日昭法師　170村上

天皇　　玄妙法師　　別当法縁律師　　別当湛昭僧都　　元標法師　　俗別当恒佐左大臣　　長

官実頼関白　　基操巳講　　俗別当在身弁　　冷泉天皇　180玄慶僧都　　別当寛朝僧正　　円

芸己講　　俗別当文相弁　　高明左大臣　　慶修和上　　平能律師　　別当斎然法橋　　保光右

大弁　　離世大威儀師　190別当探覚大悟正　　円融天皇　　浴別当為輔中納言　　別当済信大
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僧正　　長官頼忠関白　　法蓮巳講　　白銅香水童完施入沙弥豊勢　　廉縁巳講　　別当平崇君

禅徴僧都　　200別当雅慶僧正　　仁也律師　　厳凋己講　　凋縁上人　　花山天皇　　別当清

寿僧都　　長隆律師　　灯挑牝奉定護法師　　別当澄心僧都　　定慧威儀師　　210安調大威儀師

一条天皇

紙障子奉慈果

当講　　三条天皇

施大儀叡法師

師　　延正大膳

別当慶信法印

和上　　兼禅巳講

講　　慶昭擬講

俗別当輔正左中弁

金泥壷瓶奉定達

俗別当致方弁

金剛鈴奉平基法師

後一条天皇

別当経範法務

兼観擬講

250白河天皇

別当朝晴巳講　　法秀巳講　　和帳施大安余法師　　色

別当観真律師　　小別当鴻助法橋　　220長範律師　　点線

別当仁海僧正　　理慶和上　　俗別当惟仲弁　　称名札

金泥鉢奉延生法師　　230同鉢施入長海法師　　済秀威儀

後朱雀天皇　　後冷泉天皇　　後三条天皇　　掘河天皇

240別当禅林寺永観律師　　食堂建立願主実声大法師　　隆遅

別当寛助大僧正　　禅定大相国蓮覚　　慶満和上　　寛厳巳

別当勝覚権僧正　　円快擬講　　院主厳意巳講　　覚樹前権

小僧都　　阿部阿古丸　　多羅多房　　義暁巳講　　覚雅権少僧都　　勝美擬講　　260隆助法橋

別当定海前大僧正　　近衛天皇　　範助法講　　院主湛慶五師　　珍海巳講　　別当寛信法

務　　頼樹大法師　　鳥羽天皇　　別当寛暁大僧正　　270幡施入比立尼妙法　　明海権少僧都

美福門女院　　末延大膳　　慧珍前権少僧都　　覚延擬講　　別当顕慧法印　　聖慶大法師

宗珍大法師　　覚仁威儀師　　280樹朗揖講　　戒朗和上　　国産大膳　　正近府生　　敏覚法印

別当禎喜大僧正　　頼超大法師　　別当定遍僧正　　灯油施入質運大法師　　増運当講

2,0玄助五師　　造寺長官行隆左大弁　　別当雅宝法印　　鏡奉江本氏　　後白河天皇　　食堂盤

鉢施入珍慶法師　　別当俊証僧正　　湯屋阿伽井屋作寛秀大徳　　別当勝賢前権僧正　　教観擬

講　　…造寺長官定長左大弁宰相　　俊朗五師　　大仏脇士虚空蔵並増長天大仏師事慶法眼

理貢権律師　　顧敏大法師　　弁雄法師　　別当覚成大佃ii　　慧舟権律師　　時導師半畳並畳

六　　施入党順法橋　　当寺造営大施主将軍頼朝右大将　　310円慶法師　　慧経擬講　　隆祐翫

講　　明慶大徳　　奉水精念珠尼法阿弥陀仏　　別当弁暁法印　　顕運大法師　　勝慧五師

御堂修理材木施入専阿弥陀仏　　覚雄大法師　　320珍舜法師　　四職袈裟施入範兵法肺　　患心

五師　　内陣畳六枚施大損俊大法師　　奉宝物尼善阿弥陀仏　　御堂修造勧進聖人礼阿弥陀仏

観音御厨子造聖人法阿弥陀仏　･青衣女人　　別当延呆大僧正　　｢三段｣　　造東大寺勧

進大和尚位南無阿車陀仏　　330鏡施入身長中子　　寛幸擬講　　定珍五師　　袈裟施入尼法阿

弥陀仏　　明範大法師　　si珍大法師　　慶運堂司　　浄祐大社　　章観法師　　延美大法師

340覚澄阿閣梨　　灯油施入章円法師　　奉鏡大江勢至丸　　増覚権少僧都　　貞玄権律師

凹畠施入弁献法師　　定勝法印　　実宝法眼　　寛恵戒和　　良乗権少僧都　　350重喜権律師

接寛大法師　　厳盛権寺主　　奉鏡伊賀姉子　　顕範擬講　　延智持経者　　畳六枚施入善珍

人徳　　大勧進栄西僧正　　御帳銭奉加慶応大法師　　善祐戒和上　　360延智大穂　　範教五師

観音御厨子幡華聾並宝憧奉浄空法師　　覚秀法師　　延清大徳　　奉宝物平五子　　銭奉加

尼印阿弥陀仏　　当寺造営大施主将軍実朝右大臣　　景慧大法師　　田島施入行厳法師　　370貞

実法師　　田自施入堂童子時房　　信弁権律師　　叡詮大法師　　道東大寺総大工宋人陳和卿善

慈　　造東大寺長官宗行権中納言　　光親権中納言　　寛詮大法師　　心均前戒和上　　灯油施

入力阿弥陀仏　　380平義時左京権大夫　　後高倉法皇　　尊玄権少佃都　　円聡大法師　　頼勝

法師　　田畠施入楽阿弥陀仏　　奉鏡慶探法師　　奉鏡慮阿弥陀仏　　尊信法眼　　袈裟施入玄

信法印　　390奉鏡尼法阿弥陀仏　　前別当定範法印　　袈裟施入尊隆法印　　玄珍法印　　御張

銭奉加尼福阿弥陀仏　　四職袈裟施入興福寺別当推縁大僧正　　奉鏡清原姉子　　大仏師脇士観
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音並広目天大仏師快慶法眼　　同脇士並多聞天大仏師定慶法眼　　奉鏡成阿弥陀仏　　400奉鏡身

長姉子　　信詮大法師　　禅恵法師　　仁円大徳　　義海大法師　　尭慶擬講　　秀慧擬講

朔昭五師　　称名札施入定命大徳　　華箱施大童慶法師　　410勝運法師　　聖詮法眼前別当成宝

僧正　　田園施入尼蓮阿弥陀仏　　当院院主俊弁法印　　重祐法師　　光慧権少僧都　　造寺官

小槻宿称国宗　　灯油施人員ヂ法師　　華厳長吏当院院主道性法印　　当院院主道澄権大僧都

420弁盛五師　　信海権律師　　仁弁五師　　奉宝物藤原姉子　　順恵阿閣梨　　運性法師

隆玄法橋　　道三面庇比丘尼信阿弥陀仏　　同心合力艮阿弥陀仏　　奉鏡紀三寅女　　430銅香水

杓施入尼聖阿弥陀仏　　奉宝物長弁法師　　長尊法師　　後堀河天皇　　藻壁門女院　　定誉権

少都　　別当頼恵法印　　仁忠法師　　奉水田円義法師　　奉宝物薬師女　140手箱施入比丘尼

信阿弥陀仏　　木守仁徳法師　　奉達陀附子比丘尼見阿弥陀仏　　別当信厳大僧正　　奉鏡信阿

弥陀仏　　祐承大法師　　奉宝物禎賢法師　　観音御厨子玉幡並宝憧勧進僧寛玄　　奉宝物春松

女　　当院大工珍貞垂　.50隆実法師　　別当真恵大僧正　　奉銭藤原延命女　　観音御厨子玉

幡二流施入比丘尼聖阿弥陀　　勝延権律師　　水田施大慶源阿閣梨　　光宝法印　　奉鏡明阿弥

陀仏　　奉宝物賢英法師　　奉宝物慶玄法師
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During the term of the Shunie of the Todaiji Temple, from the first to the fifteenth

of March, the Kakocho, list of the departed remarkable for meritorious services to the

temple, is read in a chanting tone after the Karichozu, which means a brief recess for

urination, on two days of the term, the肘th and the twelfth.

The priest in charge of chanting the Kakocho is the Kitashu-no ichi, chief of the

four common priests sitting in the north seat in the hall together with two superiors, for

the twelfth, and one of the three common priests also seated with another two superiors

in the south seat, or a common priest who has taken part in his fifth year's cult, for the

fifth.

The original of the Kakocho in existence, put in good repair in the eighth year of

Kambun (1668 A. D.), is a scroll about thirty meters in lenght with eighty sheets of paper

pasted together. After that time on the names of the departed have been written down

in a separate scroll, and those put on record so far in the two scrolls exceed 3700 in the

aggregate.

The first part of the Kakocho is read off rather in a slow repressed tone, the second

being chanted in a higher tone and pitch. The third part is read almost straight on,

and the chanting of the last is丘nished off in a slow stream. The time required for this

is about forty minutes.




